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研究成果の概要：本研究は、福島県教育委員会と福島大学が共同して作成し、福島県内の小学

校で実施している「運動身体づくりプログラム」が、小学生の体力向上や生活習慣などにどの

ような影響を与えているかについて、小学校教員や児童へのアンケート調査および学校訪問に

よって調査したものである。その結果、プログラム導入によって児童の取り組みや体育授業に

様々な良い変化が見られたが、時間がかかってしまう、研修機会の不足といった課題も明らか

となった。 
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１．研究開始当初の背景 
 子どもたちの体力低下が全国的に叫ばれ
ている。福島県ではこれを受けて、福島県教
育委員会と福島大学が共同して、小学校の体
育授業の最初 10 分間に実施する「運動身体
づくりプログラム」を作成し、平成 18 年 8
月から福島県内の全ての小学校で実施した。 
 研究を開始する平成 19 年度は、福島県内
の全小学校に「運動身体づくりプログラム」
の DVD と解説書が配布され、全小学校の体育
授業で実施して約 1 年が経過していた。約 1
年間の実施により、各小学校の教員や児童の
間に「運動身体づくりプログラム」が浸透し

た時期であり、教員、児童それぞれが様々な
印象や感想、課題を持った時期でもある。こ
の時期に「運動身体づくりプログラム」につ
いての検証をすることは、今後このプログラ
ムをさらに効果的に実施していくために重
要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、実施して 1年が経過した
「運動身体づくりプログラム」の効果等につ
いて、小学校教員や児童がどのように考えて
いるかについて検証し、今後の効果的なプロ
グラム実施のための検討資料とすることで
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ある。 

 
図１ 運動身体づくりプログラム DVD と解
説書 
 
３．研究の方法 
(1)運動身体づくりプログラムに関するアン
ケート調査を、福島県内の各小学校に 2部ず
つ配布し、各小学校 2名の教員（うち一人は
体育主任）に回答を依頼した。（計 1036名） 
 
(2)福島県内の小学校から 7校を抽出し、運動
身体づくりプログラムに関するアンケート
調査を各校の 5，6 年生全員（計 883 名）に
行った。 
 
(3)運動プログラムを積極的に実施している
小学校 7 校を訪問し、体育授業を参観して、
プログラム実施状況の視察（ビデオ録画）と
インタビューを行った。インタビュー内容は
以下の 7項目である。 
①実施形態、②児童の変容、③苦労した点、
④工夫した点、⑤教師の変化、⑥課題、改善
点、⑦感想 
 
４．研究成果 
(1)教員へのアンケート調査の結果、以下のこ
とが明らかとなった。 
①実施頻度に差はあるものの教員の大半が
実施している。（毎時間実施 44％、主運動
に時間がかかりそうな時以外は実施 32％） 
②主運動や教員の工夫により、内容をアレ
ンジして実施しているケースが多い。（主運
動に合わせて選択 54％、例示の運動から自
分なりに工夫 28％） 
③課題としては、時間がかかり過ぎ、研修
機会の不足、が挙げられた。（主運動の時間
が不足45％、定着までに時間がかかる38％、
研修機会不足 28％） 

④ほとんどの教員が、プログラム導入によ
って自分の体育授業に良い変化があったと
感じていた。（良い変化があった 97％） 
⑤ほとんどの教員が、プログラム導入によ
って児童の取り組みに良い変化を感じてい
る。（変化が見られた 95％） 
⑥プログラムに対して肯定的な意見が多い
一方で、改善や改良版を要望する声も少な
くなかった。（自由記述欄の回答：「もっと
運動のバリエーションを増やして選べるよ
うにしてほしい。この主運動にはこういっ
た準備運動があるという分かりやすい表が
あると使いやすい」他多数） 
 これらの結果から、このプログラムの可
能性と課題が明らかとなった。可能性とし
ては、継続して実施することで二つの良い
変化があるということ。一つは児童の体
力・運動能力の向上であり、もう一つは教
員の体育授業力の向上である。一方、課題
としては、導入段階でどうしても時間がか
かってしまうこと、そして研修の機会が十
分確保されないため、内容を把握できず導
入を躊躇してしまうことである。これらの
問題は一度実施してみることで、また、継
続して実施することで解消していく問題で
あるが、そこまでのきっかけづくりがなか
なか難しいようである。 

図２ 運動身体づくりプログラム実施風景 
 
(2)児童へのアンケート調査から、以下のこと
が明らかとなった。 
①約 3分の 2の児童が、運動プログラムは楽
しいと感じている。（楽しい+まあまあ楽しい
64％） 
②半数以上の児童が、運動プログラムを導
入することによって以前よりも体育の授業
が楽しくなったと感じている。（楽しくなっ
た+少し楽しくなった 59％） 
③75％の児童が、運動プログラムによって
前よりも運動が上手にできるようになった
と感じており、その割合は男子よりも女子
の方が高い。（運動ができるようになった+
少し出来るようになった：女子 77％、男子
71％） 
④多くの児童が、運動プログラムによって

 



 

 

持久力や瞬発力、巧緻性などの力がついた
と感じている。（長い時間動き続けても疲れ
なくなった 39％、足が速くなった 30％、
自分が動きたいように自分の体が動くよう
になった 25％、重いものを持つのが楽にな
った 23％、かぜをひいたり、病気をしたり
しなくなった 20％、高くまたは遠くへとべ
るようになった 17％、体が柔らかくなった
17％＜複数回答＞） 
⑤運動プログラムによって運動する楽しさ
を実感すると、休み時間などに運動して生
活の中の運動時間が増え、給食や朝ごはん
をしっかり食べるようになるなどの生活習
慣が改善される効果が期待できる。（休み時
間に外や体育館で元気に遊ぶようになった
25％、給食を残さず食べられるようになっ
た 21％、放課後、元気に外で遊ぶようにな
った 19％、朝ごはんをしっかりと食べてく
るようになった 18％、朝、早い時間に起き
られるようになった 17％＜複数回答＞） 
 このように、児童は福島県の体育授業に
導入された運動プログラムについて概ね好
意的に受け止めながら取り組んでおり、続
けることで運動能力や体力の向上、さらに
は心や生活習慣にまで良い影響があると感
じていることが分かった。 
 体力向上のためのプログラムというと、
ともすればスポーツ選手のサーキットトレ
ーニングや、体力テストの練習のようにな
りがちである。しかし、授業の初めの 10
分間に組み込まれた運動身体づくりプログ
ラムは、子どもにとっては遊び感覚で楽し
みながら夢中になって運動し、続けていく
うちに体を上手に動かせるようになる運動
プログラムになっており、子どもの体力・
運動能力向上の方策として効果を上げる可
能性を十分持っていることが確認された。 
 今後さらにこのプログラムを継続して実
施していく中で、飽きさせず、児童の意欲
を維持しながら、体力、運動能力の向上に
つながるような実践をしていくことが大切
になると考えられる。 

 

図３ 運動プログラム実施風景 2 

(3)体育授業の視察と教員へのインタビュー
調査により、以下のことが明らかとなった。 
①実施形態：授業の始まり 8~10分間で実施
しているが、水泳やスキー、主運動に時間が
かかるときは実施しない時もある。また、朝
の運動時やクラブ活動時に行っているとこ
ろもあった。プログラムの後半に、主運動に
つながる内容を取り入れているところが多
い。その他、季節や児童の体力を考慮して内
容を選択していた。 
②児童の変容：体力・運動能力、動き、意欲
や積極性といった児童の伸びが確認された
一方、同じことの繰り返しや動きができてし
まった児童の飽きが確認された。その他、給
食を残さなくなった、保健室へすぐ行かなく
なった、などの報告もあった。 
③工夫点および改善点：時間内（8~10分間）
に実施することが難しいという報告が多く、
主運動にスムーズにつなげることで時間を
工夫しているが、つい子どもを急がせてしま
い、動きの質を高められないという課題も明
らかになった。改善点としては、子どもを飽
きさせない工夫や、能力差がある場合でもプ
ログラムをうまく進められる方法、投運動の
組み入れ方の工夫が必要であることが分か
った。 
④教師の変化：最も多かったのは、プログラ
ム実施により、子どもをよく見るようになっ
たという変化であった。次に多かった回答は、
体育指導が苦手な教師が、プログラムの基本
パターンを実施することで、「授業がやりや
すくなった」「授業に一定の流れができた」
「運動量の確保ができるようになった」など
という感想を持ち、体育授業に自信を持って
きているという回答であった。 
 インタビューとプログラム視察により明
らかになったことは以下のとおりである。 
①継続的に実施することで児童の伸び、特に
動きの質的な面での伸びが顕著に見られた。 
②継続する際には、児童の伸びに応じてプロ
グラムを変化させることと、長期的なスパン
で児童の成長を見ていくことが大切である。 
③基本パターンの実施を継続して行うこと
により、教師は児童の伸びが分かり、ことば
かけが出来るようになり、結果として教師の
指導力が高まることになる。 
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